
ト
Jレ

コ
に
沿
け
る
水
力
利
用
と
そ
の
近
代
化

末

至

行

尾

序

言

トルコにおける水力利用とその近代化

ゲ
オ
ダ
ラ
ヲ
イ
ァ

古
代
の
地
理
学
者
ス
ト
ラ
ボ
は
、
そ
の
地
理
書
の
中
で
、
小
ア
ジ
ア
半
島
の
黒
海
沿
岸
に
あ
っ
た
ポ
ン
ト
ス
王
国
の
王
ミ
ト
リ
ダ
テ
ス

宮
町
甲カ

ベ
イ
ラ
の
曲
ゲ
O
町
同
は
パ
リ
ア
ド
レ
ス

P
5可曲

eg
山
脈
の
末
端
丘
陵
す
ぐ
の
と
こ
ろ
に
在
る
。
:
:
:
ミ
ト
リ
ダ
テ
ス
が
宮
殿
を
造

築
し
、

は
た
ま
た
水
車
¢
円
山
富
-
2
2
を
造
っ
た
の
は
カ
ベ
イ
ラ
に
お
い
て
で
あ
る

T
Y

紀
元
前
六
五
年
こ
ろ
の
事
績
を
伝
え
る
と
み
ら
れ
る
右
の
記
述
こ
そ
、
水
車
に
関
す
る
言
及
と
し
て
は
世
界
最
古
の
も
の
の
一
つ
と
さ
れ

て
い
る
。
一
九
八
一
年
夏
の
ト
ル
コ
へ
の
学
術
調
査
に
際
し
て
、
筆
者
は
カ
ベ
イ
ラ
の
地
、
今
日
の
ニ
グ
サ
ル

Z
F回
向
を
訪
れ
る
機
会
を
も
っ

205 

た
。
そ
し
て
現
在
も
そ
の
地
で
活
動
し
て
い
る
製
粉
水
車
に
め
ぐ
り
あ
っ
た
。
二
千
年
以
上
も
隔
た
っ
て
同
一
地
点
に
水
車
が
存
在
し
て

い
る
と
い
う
事
実
は
、
筆
者
に
と
っ
て
驚
き
で
あ
っ
た
。
ト
ル
コ
に
お
け
る
水
力
利
用
は
、

か
く
も
長
く
根
強
い
歴
史
を
有
し
て
い
る
の



206 

で
あ
る
。

た
だ
、
本
論
文
は
、
遠
く
遡
っ
て
水
力
利
用
の
歴
史
地
理
学
的
研
究
を
目
指
そ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
逆
に
近
代
化
に
力

点
を
置
い
て
、
水
力
利
用
の
質
的
転
換
の
様
相
と
、
そ
れ
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
社
会
経
済
的
変
革
の
状
況
を
述
べ
る
こ
と
に
目
的
が

あ
る
。

水
車
の
残
存
状
況

ニ
ク
サ
ル
の
例
に
も
み
る
通
り
、
水
車
は
今
日
で
も
ト
ル
コ
の
各
地
に
生
き
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、

ト
ル
コ
に
お
い
て
も
い
わ
ゆ
る
動

力
革
命
は
進
行
し
、
近
代
的
な
動
力
機
関
の
普
及
に
よ
っ
て
在
来
の
水
車
は
衰
退
過
程
に
あ
る
。
大
勢
的
に
は
衰
退
す
る
中
に
あ
っ
て
、

水
車
は
ど
の
よ
う
な
状
況
の
下
で
存
続
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
次
に
そ
の
二
、
三
の
事
例
を
示
そ
う
。

隔
絶
山
村
の
製
粉
水
車

内
陸
ア
ナ
ト
リ
ア
西
部
の
都
市
エ
ス
キ
シ
ェ
ヒ
ル
何
回
E
4
0
E同
の
北
方
に
横
た
わ
り
、

付

エ
ス
キ
シ
ェ
ヒ
ル
盆
地
を
サ
カ
ル
ヤ
川

ω島田・

同可白

Z
各
同
日
河
谷
か
ら
隔
て
て
い
る
の
が
シ
ュ
ン
デ
ィ
ケ
ン
山
地

ω{百
円
四
日
官
ロ
ロ
品
-RH
で
あ
る
。

エ
ス
キ
シ
Z

ヒ
ル
市
か
ら
東
北
方

へ
と
向
か
っ
た
道
路
が
、
こ
の
山
地
を
登
り
つ
め
て
辿
り
つ
く
最
初
の
北
斜
面
の
村
は
、
ダ
ア
リ
キ
ョ
プ
リ
ュ

ロ
白
仲
間
c
u
E
の
名
で
呼

ば
れ
る
。
村
は
東
北
に
傾
斜
し
た
山
腹
斜
面
、
海
抜
七
五

0
メ
ー
ト
ル
に
位
置
し
、
サ
カ
ル
ヤ
川
の
一
支
流
キ
ョ
プ
リ
ユ
川
デ
レ
同
・
ロ

2
0

川
の
深
い
谷
を
見
下
ろ
す
。
こ
の
付
近
は
ト
ル
コ
の
重
要
な
地
下
資
源
の
一
つ
で
あ
る
ク
ロ
ー
ム
鉱
の
産
地
で
も
あ
る
。

こ
の
村
の
戸
数
は
約
二
。
。
戸
で
あ
る
。
村
で
は
小
麦
・
大
麦
・
ブ
ル
チ
ャ
ッ
ク

σ日
2
F
(
え
ん
ど
う
豆
の
一
種
)
が
栽
培
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
穀
類
二
豆
類
が
製
粉
さ
れ
る
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
の
す
べ
て
が
村
に
あ
る
二
つ
の
水
車
小
屋
の
い
ず
れ
か
に
も
た
ら
さ
れ
る
。



こ
れ
ら
の
水
車
小
屋
は
、
集
落
の
下
方
の
キ
ョ
プ
リ
ュ
H

デ
レ
川
沿
い
に
、
相
互
に
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
間
隔
を
お
い
て
位
置
す
る
。
'
k

流
の
水
車
小
屋
の
海
抜
高
度
は
六

0
0
メ
ー
ト
ル
、
下
流
の
そ
れ
は
五
五

0
メ
ー
ト
ル
、
す
な
わ
ち
集
落
と
の
高
度
差
は
そ
れ
ぞ
れ
一
五

0
メ
ー
ト
ル
と
二

0
0
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
集
落
か
ら
こ
れ
ら
の
水
車
小
屋
ま
で
は
、
と
も
に
こ
の
急
坂
を
上
下
す
る
片
道
二
キ
ロ
メ

l

ト
ル
の
道
程
で
あ
る
。
村
人
は
そ
の
用
達
し
に
あ
た
っ
て
は
、
荷
を
馬
か
ロ
バ
の
背
に
託
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
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下
流
側
の
水
車
を
例
に
い
え
ば
、
水
車
は
一
年
を
通
じ
て
操
業
す
る
。
し
か
し
、

日
に
よ
っ
て
は
客
が
な
く
、
逆
に
麦
の
収
穫
期
直
後
な
ど
は
一

O
人
も
の
客
で
混
雑

す
る
。
水
車
の
製
粉
能
率
は
一
昼
夜
で
六

0
0キ
ロ
グ
ラ
ム
、
家
畜
の
飼
料
用
に
麦

ダァ=キョプリュ村の水車小屋

が
挽
割
さ
れ
る
場
合
の
能
率
は
同
じ
く
一
ト
ン
で
あ
る
。
賃
挽
料
と
し
て
水
車
所
有

経
営
者

X
氏
は
、
受
託
量
の
一

O
分
の
一
を
徴
収
す
る
。

X
氏
は
富
農
層
に
属
す
る

と
は
い
え
ず
、
平
均
的
な
農
民
で
あ
る
と
い
う
。
た
だ
、
筆
者
が
こ
の
村
を
訪
ね
た

九
月
一
八
日
は
、

た
ま
た
ま

X
氏
は
メ
ッ
カ
巡
礼
に
赴
い
て
不
在
で
あ
っ
た
。
し
た

が
っ
て
、

イ
ス
ラ
ム
教
徒
が
終
生
の
願
望
と
す
る
メ
ッ
カ
巡
礼
を
果
た
せ
る
だ
け
、

X
氏
は
資
力
に
恵
ま
れ
た
農
民
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。

図 1

以
上
の
よ
う
に
、
ダ
ァ

u
キ
ョ
プ
リ
ュ
村
の
水
車
は
、
全
村
の
需
要
に
応
え
、
農

家
の
兼
業
経
営
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
こ
の
村
は
シ
ュ
シ
デ
ィ
ケ
ン

山
地
の
中
で
隔
絶
し
、
峠
を
越
え
た
南
隣
の
ヤ
ル
ム
ジ
ャ

JFロ
B
S
村、

お
よ
び

北
隣
と
な
る
サ
カ
ル
ヤ
川
筋
の
マ
ユ
ス
ラ
ル
冨

a
E
R
村
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
約
一
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0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
山
道
に
よ
っ
て
隔
て
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
ら
隣
村
か
ら
当
地
の
水
車
小
屋
を
訪
れ
る
客
は
な
い
。
孤
立

性
の
故
に
、

一
カ
村
で
全
く
完
結
し
た
需
給
関
係
の
中
に
あ
る
製
粉
水
車
の
存
在
形
態
を
こ
こ
に
み
る
。

。
地
方
都
市
の
水
力
製
粉
葉

地
中
海
に
臨
む
港
湾
都
市
ア
ン
タ
ル
ヤ
〉
己
色
苫
も
、
人
口
約
一
八
万
人
の
市
民
が
消
費
す
る
小
麦
粉
の
す
べ
て
が
、

水
車
製
粉
に

よ
っ
て
い
る
と
い
う
特
異
な
倒
で
あ
る
。

ア
ン
タ
ル
ヤ
市
の
東
端
に
デ
ェ
イ
ル
メ

γ
エ
ニ
ユ

ロ
品
目
司
自

3
0ロ
位
(
水
車
前
)
と
呼
ば
れ
る
区
域
が
あ
る
。
地
名
の
由
来
は
こ
の
地

に
古
く
か
ら
水
車
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。
ア
ン
タ
ル
ヤ
市
の
東
北
か
ら
流
れ
く
る
デ
ュ
デ
ン

u
チ
ャ
ユ

ロ
安
凶
巾
ロ
(
川
喜
一
回
川
は
、

こ
の
区
域
の
や
や
上
流
で
四
本
の
用
水
路
に
分
か
た
れ
た
後
、
高
度
差
四

0
メ
ー
ト
ル
の
段
丘
崖
を
滝
と
な
っ
て
流
れ
落
ち
る
。
こ
の
崖

下
が
水
車
の
立
地
点
で
あ
り
、
用
水
路
ご
と
に
一
台
、
計
四
台
の
水
車
が
、
崖
下
沿
い
に
見
事
に
一
線
に
並
ん
で
こ
の
区
域
を
特
徴
づ
け

て
き
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
四
台
の
水
車
を
所
有
し
て
い
た
の
は
、

ア
ン
タ
ル
ヤ
市
郊
外
で
大
綿
花
農
場
を
経
営
し
同
時
に
穀
物
商
で
も
あ
っ
た

Y
氏
で
あ

る
。
水
車
は
小
麦
・
米
な
ど
の
製
粉
用
に
用
い
ら
れ
て
い
た
が
、

し
か
し
そ
の
あ
り
方
は
賃
挽
き
を
主
眼
と
す
る
農
山
村
立
地
の
水
車
の

そ
れ
と
は
異
な
り
、
穀
物
商
が
経
営
す
る
商
品
生
産
を
目
的
と
し
た
製
粉
水
車
で
あ
っ
た
。
各
水
車
小
屋
で
は
、

Y
氏
に
雇
わ
れ
た
デ
ェ

イ
ル
メ
ソ
ジ
イ
仏
巾
崎
町
E
g
n日
ハ
水
車
番
)
が
作
業
に
従
事
し
て
い
た
と
い
う
。

も
ち
ろ
ん
小
麦
粉
の
出
荷
先
は
ア
ン
タ
ル
ヤ
市
で
あ
っ

た。
た
だ
、
近
年
に
な
っ
て
状
況
に
一
部
変
化
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
旧
来
の
水
車
小
屋
に
代
わ
っ
て
近
代
的
な
水
力
製
粉
工
場
が
建
て
ら

れ
た
の
で
あ
る
(
図

2
1
用
い
ら
れ
て
い
る
水
力
は
商
か
ら
二
つ
自
の
チ
ャ
パ
ジ
ュ

A
U
M
H
H
U

白
口
同
(
別
名
ア
フ
メ
ト
ア
ァ
〉
r
B
2同
怖
と
と



呼
ば
れ
る
滝
で
あ
る
。
そ
れ
を
契
機
に
、
水
車
前
と
い
う
地
名
を
も
生
み
出
し
た
由
緒
あ
る
旧
来
の
水
車
も
、
す
べ
て
が
潰
滅
し
て
今
日

に
至
っ
て
い
る
。
ド
イ
ツ
人
の
技
師
に
よ
り
二
年
の
歳
月
を
か
け
て
造
ら
れ
た
と
い
う
モ
ダ
ン
な
水
力
工
場
と
、
今
も
残
骸
を
さ
ら
し
て

い
る
他
の
滝
下
の
水
車
小
屋
遺
跡
と
は
1

奇
妙
な
対
照
を
み
せ
て
迫
っ
て
く
る
も
の
が
あ
る
。
ち
な
み
に
水
車
型
式
は
、
車
軸
が
垂
直
で

車
輪
が
水
平
方
向
に
回
転
す
る
点
で
、
新
旧
を
通
じ
て
原
則
的
に
変
わ
り
は
み
ら
れ
な
い
。
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な
お
、
こ
の
新
規
の
水
力
製
粉
工
場
が
建
て
ら
れ
て
後
、
そ
の
所
有
者
に
も
交
代

が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち

Y
氏
の
死
に
よ
り
、
数
人
の
子
供
の
う
ち
の
一
人
が
こ
の
工

場
を
相
続
し
て
経
営
を
引
継
い
で
い
る
。
工
場
の
製
粉
量
は
日
産
四
五
ト
ン
に
達

アγタルヤ市の水力製粉工場

ず
し
、
こ
れ
は
か
つ
て
の
水
車
四
台
分
の
生
産
量
を
上
回
る
と
い
う
。
ア
ン
タ
ル
ヤ
市

で
消
費
さ
れ
る
小
麦
粉
を
今
日
ま
か
な
っ
て
い
る
の
は
、
正
に
こ
の
水
力
工
場
で
あ

る
。
た
だ
ア
ン
タ
ル
ヤ
市
の
全
消
費
量
と
な
れ
ば
、
北
西
郊
ケ
ベ
ズ
同

G
R
村
に

あ
る
農
民
四
人
の
共
有
す
る
製
粉
水
車
場
の
役
割
も
併
せ
て
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
と

い
う
。
要
す
る
に
、

ア
ン
タ
ル
ヤ
市
の
小
麦
粉
消
費
を
支
え
て
い
る
の
は
、
デ
ェ
イ

ル
メ
ン
エ
ニ
ュ
地
区
と
ケ
ペ
ズ
村
の
水
力
で
あ
る
。

特
定
需
要
と
結
び
つ
く
製
粉
水
車

図 2

同

内
陸
ア
ナ
ト
リ
ア
中
東
部
の
中
心
部
市
カ
イ
セ
リ
同
唱
団
叩
片
山

の
南
二
三
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
に
釜
え
る
エ
ル
ジ
エ
ス
肘

B
q
g
火
山
(
標
高
三
、
九
一
六
メ
ー
ト
ル
)
の

4

事
裾
野
斜
面
上
に
、
ヒ
サ
ル
ジ
ュ
ク
出
向
忠
告
持
村
が
存
在
す
る
(
図
3
)
。
村
と
同
名
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30km 
a 

官。
晶

1口
& 

の
ヒ
サ
ル
ジ
ュ
グ
H

チ

ャ

ユ

出

-nva同
川
が
、

エ
ル
ジ
エ
ス
火
山
の
雪

融
け
水
を
集
め
て
こ
の
村
に
至
る
。
ヒ
サ
ル
ジ
ュ
グ
村
は
三

1
四
O
O年

の
歴
史
を
も
っ
水
車
村
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
養
っ
て
き
た
の
は
右
の
雪
融

カイセリ市周辺の主要製粉業地

け
水
と
火
山
裾
野
の
傾
斜
で
あ
る
。
た
だ
、
か
つ
て
盛
時
に
は
九
台
を
数

え
た
製
粉
水
車
も
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
一
五
年
前
ま
で
に
姿
を
消
し
、
現
存

す
る
の
は
オ
ス
マ
ン
H

ア
ァ

。白B
g
k
r官

氏
が
所
有
経
営
す
る
一
台

に
す
ぎ
な
い
。

こ
の
水
車
の
操
業
は
六
月
か
ら
一

O
月
末
な
い
し
一
一
月
初
め
ま
で
の

五
カ
月
聞
に
限
ら
れ
る
。
そ
の
理
由
は
、
久
、
、
は
川
の
凍
結
の
た
め
に
水
が

酒
れ
、
春
は
徐
々
に
水
量
は
増
す
も
の
の
小
麦
の
収
穫
に
先
立
っ
て
は
客

が
な
い
た
め
で
あ
る
。
操
業
期
間
中
、
水
車
は
一
週
間
の
う
ち
六
日
間
は

図 3

一
日
は
小
麦
の
挽
割
り
に
あ
て
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
水
車
小

小
麦
製
粉
、

屋
内
に
備
え
ら
れ
た
一
基
の
石
田
が
、
粉
挽
き
と
挽
割
り
に
使
い
分
け
さ

れ
る
の
で
あ
る
。
小
麦
が
挽
割
ら
れ
る
目
的
は
、
そ
れ
を
炊
い
て
製
せ
ら

れ
る
米
飯
状
の
ブ
ル
グ
ル
ゲ
己
ぬ
日
の
材
料
作
り
に
あ
る
が
、

オ
ス
マ
ン

日
ア
ァ
氏
に
よ
れ
ば
、
村
内
の
挽
割
り
需
要
は
そ
の
す
べ
て
が
こ
の
水
車

に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
製
粉
に
関
し
て
は
、
村
内
需
要



の
大
半
は
、

出
回

2
-
R
町
や
一
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
先
の
カ
イ
セ
リ
市
の
電
気
製
粉
所
へ
も
た

四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
隔
た
っ
た
ハ
ジ
ュ
ラ
ル

ら
さ
れ
て
い
る
模
様
で
あ
り
、

オ
ス
マ
ン
N

ア
ァ
水
車
が
手
懸
け
て
い
る
の
は
村
内
の
必
要
小
麦
粉
総
量
の
僅
か
に
四
分
の
一
で
あ
ろ
う

と
い
う
。

ヒ
サ
ル
ジ
ュ
グ
村
の
水
車
の
役
割
は
、
右
の
通
り
村
の
需
要
を
は
る
か
に
下
回
つ

ふ
す
ま

て
い
る
。
村
人
が
好
ん
で
村
外
の
電
気
製
粉
所
へ
赴
く
お
も
な
理
由
は
、
出
向
い
た
先
で
の
待
ち
時
間
の
少
な
さ
と
、
粉
と
麓
と
を
精
確

盛
時
の
状
況
は
い
ざ
知
ら
ず
現
状
に
関
す
る
限
り
、

に
師
い
分
け
る
電
気
選
別
機
〈
セ
レ
グ
ト
ル

g
r
r
gる
に
か
け
る
期
待
と
で
あ
る
。
逆
に
オ
ス
マ
ン
H

ア
ァ
水
車
が
今
も
一
部
の
客
を

つ
な
ぎ
と
め
て
生
き
残
っ
て
い
る
理
由
は
、
時
聞
を
か
け
て
挽
か
れ
た
粉
、
が
冷
た
く
て
良
質
で
あ
る
と
い
う
評
判
と
、
そ
の
よ
う
な
客
の

トルコにおける水力利用とその近代化

期
待
に
応
え
よ
う
と
営
々
と
し
て
働
く
当
年
七
三
歳
の
オ
ス
マ
ン

u
ア
ァ
氏
の
情
熱
で
あ
る
。
客
は
当
村
だ
け
に
限
ら
れ
な
い
。

0
・
五

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
隔
た
っ
た
東
隣
の
ク
ラ
ナ
ル
ド
ゥ
開
局
自
民
全

村
や
、
そ
の
先
さ
ら
に
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
エ
ン
デ
ュ
ル
リ
ュ
ク
開
口
・

向日骨
E
r
村
か
ら
も
、
水
車
粉
を
好
む
客
た
ち
の
来
訪
が
あ
る
と
い
う
。

伺

積
極
経
営
の
製
粉
水
車

カ
イ
セ
リ
市
か
ら
東
北
方
向
の
シ
ヴ
ァ
ス

ω-48
市
へ
と
通
じ
る
国
道
沿
い
、
三

O
i三
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
地
点
に
、

サ
ル
ム
サ

グ
ル
H

ス
ユ

ω白ロ
SEr-Hω
ミ
ロ
川
の
川
筋
に
臨
ん
で
バ
ル
サ
マ

F
5曲
目
白
村
、

ギ
ョ
メ
チ

。。sz村
が
相
連
な
っ
て
存
在
す
る

が
(
図
3
参
照
)
、
こ
れ
ら
の
村
に
も
製
粉
水
車
が
現
存
す
る
。

パ
ル
サ
マ
村
の
製
粉
水
車
は
、
水
車
三
台
を
擁
し
た
大
型
の
製
粉
場
で
あ
り
、

カ
ヴ
ァ
グ
ル
H

ウ
ン
H

フ
ァ
ブ
リ
カ
ス
問
問
4
同

E
H
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ロ
ロ
明
弘
u己
目
向
日
明
同

(
H
U
O
H
M
-
同

門

司

-oz円

ポ
プ
ラ
製
粉
工
場
)
と
い
う
の
が
そ
の
名
称
で
あ
る
(
図
4
〉
。
こ
の
製
粉
場
を
所
有
す

同
り

mwn-5円一可

る
の
は
、
ギ
ョ
メ
チ
村
の
農
民
メ
フ
メ
ト
H

テ
ネ
ル

z
m
r
5
2
 、
吋
叩
ロ
己
氏
と
、

カ
イ
セ
リ
市
に
住
む
教
員
エ
ズ
ジ
ャ
ソ
H

エ
ル
ヨ
ル
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。
閉
口
同
門
戸
一
開
弓

o
Z
氏
の
二
人
で
あ
る
が
、
彼
ら
は
経
営
に
は
携
わ
ら
な
い
。
こ
れ
を

借
り
受
け
て
過
去
一
五
年
間
、
水
車
経
営
に
当
た
っ
て
い
る
の
は
フ
ュ
セ
イ
ン
H

タ

パルサマ村の「ポプラ製粉工場J

シ
ュ
出
$
8
1ロ
叶
怠
氏
で
あ
る
。
彼
は
当
村
か
ら
東
へ
三
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
距

離
に
あ
る
コ
ユ
ン
ア
プ
タ
ル
同
♀

5
8
5
-
村
の
牧
夫
で
あ
り
、
水
車
が
稼
動
す
る

夏
・
秋
の
七
カ
月
聞
を
、
三
人
の
息
子
と
と
も
に
こ
の
水
車
工
場
に
住
込
ん
で
デ
ェ

イ
ル
メ

γ
ジ
イ
(
水
車
番
)
と
し
て
働
く
。

工
場
の
内
部
に
は
二
基
の
石
臼
と
一
基
の
選
別
機
が
一
列
に
並
べ
ら
れ
て
お
り
、

そ
れ
ぞ
れ
を
動
か
す
の
が
床
下
に
据
え
ら
れ
た
三
台
の
水
車
で
あ
る
。
工
場
の
背
後

に
設
け
ら
れ
た
水
槽
に
は
サ
ル
ム
サ
ク
ル
川
か
ら
引
か
れ
て
き
た
水
が
満
ち
溢
れ
、

図 4

平
行
に
並
べ
ら
れ
た
落
差
八
メ
ー
ト
ル
の
一
二
本
の
導
水
管
を
伝
わ
っ
て
水
は
水
車
め

が
け
て
ほ
と
ば
し
り
落
ち
る
。
製
粉
能
率
は
一
日
に
つ
き
一
昼
夜
一

0
ト
ン
、
す
な

わ
ち
二
日
で
二

0
ト
ン
と
い
う
。
水
槽
か
ら
は
落
差
七
九
メ
ー
ト
ル
の
も
う
一
本
の
導

水
管
が
、
一
二
本
の
導
水
管
と
は
直
角
の
方
向
に
据
え
ら
れ
、
屋
外
の
別
の
一
台
の
水

車
に
当
て
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
水
車
は
ブ
ル
グ
ル
用
小
麦
挽
割
り
水
車
で
あ
る
。

ラ
ロ

E
(
一
リ
ラ
は
約
二
円
、

フ
ュ
セ
イ
ン
日
夕
シ
ュ
氏
が
徴
収
す
る
手
数
料
は
い
ず
れ
も
現
金
で
、
製
粉
の
場
合
の
賃
挽
料
は
一

0
0キ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
き
八

O
リ

一
九
八
一
年
当
時
三
ブ
ル
グ
ル
挽
割
り
料
は
二

O
シ
ニ
ツ
グ
噌
宮
持
(
二
ハ

0
キ
ロ
グ
ラ
ム
〉
に
つ
き
二

五
0
リ
ラ
で
あ
る
。
七
カ
月
間
に
わ
た
る
こ
れ
ら
の
手
数
料
収
入
の
う
ち
か
ら
フ
ュ
セ
イ
ン
H

タ
シ
ュ
氏
は
、
毎
年
一
定
額
の
借
料
を
二



トルコにおける水力利用とその近代化

ギョメチ村の水力製粉工場

(左方が水力製粉機，右方が電気選別機)

図 5

人
の
所
有
主
に
支
払
う
。

一
方
、
ギ
ョ
メ
チ
村
の
製
粉
水
車
も
、
二
日
二
水
車
を
備
え
た
か
な
り
の
大
型

製
粉
場
で
あ
る
(
図

5
1所
有
者
は
村
内
の
富
農
フ
ア
ッ
ト
日
イ
ュ
ク
セ
ル
明
己
主

J
E
Z己
氏
で
あ
り
、

彼
自
身
が
経
営
に
も
携
わ
っ
て
い
る
。
た
だ
こ
の
水
車
場

で
実
務
を
担
当
し
て
い
る
の
は
、
六
年
前
か
ら
乞
わ
れ
て
パ
シ
ュ
デ
ェ
イ
ル
メ
ン

ジ
イ
ゲ
白
色
白
色
円
B
E
n
-
(水
車
番
親
方
〉
を
務
め
る
ビ
ュ
ン
ヤ
ン
切
位

H
q
g
郡
出

身
の
ハ
サ
ソ
出
回
由
回
口
氏
で
あ
る
。

こ
の
製
粉
場
の
操
業
時
期
は
五
月
か
ら
一
一
月
ま
で
の
七
カ
月
間
で
あ
る
。
製

粉
能
率
は
一
日
が
一
時
間
に
約
四

0
0キ
ロ
グ
ラ
ム
、

一
昼
夜
の
製
粉
量
は
二
日

で
一
五
ト
ン
程
度
と
い
う
。
賃
挽
料
は
バ
ル
サ
マ
村
の
そ
れ
と
同
額
、
す
な
わ
ち

一
0
0キ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
き
八

0
リ
ラ
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
賃
挽
料
は
経
営
者
フ

ア
ッ
ト

u
イ
ユ
ク
セ
ル
氏
の
収
人
と
な
り
、
水
車
番
親
方
の
ハ
サ
ン
氏
や
他
の
水

車
番
が
子
に
す
る
の
は
、
七
カ
月
間
支
払
わ
れ
る
定
額
の
給
与
で
あ
る
。

こ
の
製
粉
場
に
も
選
別
機
二
台
の
備
え
が
あ
る
。
た
だ
こ
れ
ら
の
選
別
機
は
電
気
に
よ
っ
て
運
転
さ
れ
て
い
る
。

ハ
サ
ン
氏
は
そ
の
電

213 

が
、
も
ち
ろ
ん
不
可
視
物
ゆ
え
確
証
は
な
い
。

気
が
、
東
北
六
。
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
あ
る
ト
ル
コ
電
気
公
社
所
属
の
ス
ズ
ル

ω
5同
発
電
所
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
も
の
で
あ
る
と
い
う

選
別
工
程
を
電
化
し
な
が
ら
製
粉
工
程
は
依
然
と
し
て
水
車
に
頼
っ
て
い
る
の
は
、

一
つ
は
動
力
費
の
差
、
石
臼
の
磨
耗
度
の
差
を
考
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慮
し
て
の
こ
と
と
い
う
。
し
か
し
そ
れ
以
上
に
、
水
車
製
粉
に
執
着
し
よ
う
と
す
る
理
由
は
、
水
車
粉
に
対
す
る
評
判
の
良
さ
を
維
持
し

ょ
う
と
す
る
点
に
あ
る
。

す
で
に
み
た
よ
う
に
、
右
の
パ
ル
サ
マ
村
と
ギ
ョ
メ
チ
村
の
製
粉
水
車
は
操
業
期
が
夏
・
秋
の
七
カ
月
に
限
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
サ

ル
ム
サ
グ
ル
H

ス
ユ
川
の
上
流
に
一
九
六
二
年
に
完
成
し
た
濯
概
用
ダ
ム
、

サ
ル
ム
サ
グ
ル
日
パ
ラ

I
ジ
ュ

ω同2
5
m白

EH
回
白

zr
の、

港
水
・
排
水
操
作
に
影
響
さ
れ
る
た
め
で
あ
る
。
水
車
の
起
源
は
こ
の
ダ
ム
築
造
よ
り
も
は
る
か
以
前
に
遡
る
も
の
が
あ
る
た
め
、
水
利

を
め
ぐ
っ
て
の
悶
着
も
当
然
予
想
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
以
前
か
ら
製
粉
需
要
は
ほ
と
ん
ど
が
現
在
の
操
業
期
の
範
囲
内
で
あ

っ
た
た
め
、
こ
の
種
の
争
論
は
現
実
に
は
生
じ
て
は
い
な
い
。

右
の
よ
う
に
そ
の
操
業
期
が
夏
・
秋
に
制
限
さ
れ
る
と
い
う
不
利
性
を
抱
え
な
が
ら
、
こ
の
二
つ
の
製
粉
水
車
に
は
共
通
に
活
気
が
み

ら
れ
る
。
そ
れ
が
由
来
す
る
の
は
最
初
に
述
べ
た
通
り
の
、
国
道
沿
い
に
位
置
す
る
と
い
う
立
地
条
件
の
よ
さ
で
あ
る
。
パ
ル
サ
マ
村
の

例
で
い
え
ば
、
こ
の
製
粉
場
へ
の
小
麦
の
持
込
み
は
広
い
範
囲
の
二

O
カ
村
に
及
び
、
遠
く
は
三

0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
遠
方
の
ミ
マ
ル
シ
ナ

ン
富
山
吉
田
同
印
宮
田
口
村
か
ら
の
客
も
得
て
い
る
。
ま
た
ギ
ョ
メ
チ
村
の
例
で
い
え
ば
、

0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
先
の
カ
イ
セ
リ
市
の
客
、

あ

る
い
は
実
に
一
五

0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
彼
方
の
シ
ヴ
ァ
ス
市
か
ら
ト
ラ
ッ
ク
や
乗
用
車
で
は
る
ば
る
小
麦
を
持
込
む
客
も
あ
る
と
い
う
。
国

道
上
、
パ
ル
サ
マ
村
へ
の
入
口
に
は
「
ポ
プ
ラ
製
粉
工
場
」
の
看
板
も
掲
げ
ら
れ
、
事
態
を
雄
弁
に
物
語
っ
て
い
る
。

同

食
料
品
工
業
水
車

パ
ル
サ
マ
村
に
は
も
う
一
台
の
製
粉
水
車
が
あ
る
。
た
だ
こ
の
水
車
は
、

四
年
前
に
カ
イ
セ
リ
市
の
穀
物
商
メ
フ
メ
ト
H

ア
ア
宮
各
・

5
2
〉
官
民
の
所
有
に
帰
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ま
で
の
小
麦
粉
製
造
の
通
常
水
車
か
ら
チ
ェ
メ
ン

2
5
8
と
呼
ば
れ
る
特
殊
な
粉

を
製
造
す
る
水
車
へ
と
転
向
し
て
い
る
。
チ
ェ
メ
ン
粉
と
は
、

カ
イ
セ
リ
地
方
特
産
の
牛
の
干
肉
加
工
品
、
パ
ス
ト
ゥ
ル
マ
匂

g
z
g臼



の
外
被
を
作
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
チ
ェ
メ
ン
粉
は
、
小
麦
・
ブ
ル
チ
ャ
ッ
ク
豆
・
チ
ェ
メ
ン
豆
の
三
種
を
混
ぜ
合
わ
せ
て
挽
い
て
製

せ
ら
れ
る
。
こ
の
作
業
に
当
た
る
の
は
、

メ
フ
メ
ト
日
ア
ァ
氏
に
雇
用
さ
れ
た
バ
シ
ュ
デ
ェ
イ
ル
メ
ン
ジ
イ
(
水
車
番
親
方
)
の
バ
フ
チ

ャ
ル
川
パ
イ
ラ
ム
回
目
ゲ
ー
巴
可
貧
困
凶
印
可

E
B
氏
の
ほ
か
、
五
人
の
デ
ェ
イ
ル
メ
ン
ジ
イ
(
水
車
番
)
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
こ
の
水
車
場
で

製
せ
ら
れ
た
チ
ェ
メ
ン
粉
は
別
の
加
工
場
へ
と
送
ら
れ
、
赤
胡
械
・
黒
胡
撤
・
塩
・
に
ん
に
く
・
カ
ミ
ン

2
5
E
(ひ
め
う
い
き
ょ
う
)

を
加
え
て
パ
ス
ト
ゥ
ル
マ
用
に
仕
上
げ
ら
れ
る
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
こ
の
メ
フ
メ
ト
日
ア
ァ
水
車
は
、
食
料
品
工
業
の
原
料
加
工
工
程

を
担
当
す
る
工
業
的
色
彩
の
強
い
水
車
と
い
え
よ
う
。

こ
の
水
車
が
用
い
る
水
も
、
今
日
で
は
サ
ル
ム
サ
グ
ル
川
パ
ラ
l
ジ
ュ
の
水
管
理
体
制
下
に
あ
っ
て
そ
の
制
約
を
受
け
る
が
、

し
か
し

トルコにおける水カ利用とその近代化

水
車
の
操
業
は
八
月
初
句
か
ら
一
一
月
下
旬
ま
で
の
四
カ
月
に
限
ら
れ
て
い
る
た
め
に
実
質
的
な
支
障
は
み
ら
れ
な
い
。
七
月
以
前
を
無

為
に
過
ご
す
の
は
、
ブ
ル
チ
ャ
ッ
ク
豆
・
チ
ェ
メ
ン
豆
の
収
穫
待
ち
の
た
め
で
あ
る
。

パ
フ
チ
ャ
ル
川
パ
イ
ラ
ム
氏
ら
が
手
に
す
る
給
与
も
右
の
四
カ
月
分
に
限
ら
れ
る
。
水
車
小
屋
が
閉
じ
ら
れ
る
残
り
の
八
カ
月
、
こ
の

村
の
出
身
で
あ
る
パ
フ
チ
ャ
ル
日
パ
イ
ラ
ム
氏
は
牧
夫
の
仕
事
に
つ
く
。
ま
た
他
の
五
人
の
水
車
番
は
、
出
身
地
で
あ
る
ピ
ュ

γ
ヤ

γ
郡

グ
ル
ル
関
口
E
Z
村
へ
戻
っ
て
畑
仕
事
な
ど
に
従
事
す
る
。

水
力
電
気
事
業
の
発
達
と
農
村
電
化

洋
の
東
西
を
問
わ
ず
、
水
力
利
用
の
近
代
化
は
水
力
電
気
事
業
に
よ
っ
て
本
格
的
に
そ
の
幕
が
切
っ
て
落
と
さ
れ
る
。
ト
ル
コ
に
お
け

215 

る
最
初
の
水
力
発
電
所
は
、

、H
，

R
E凹

に
誕
生
し
た
(
2
)
O

さ
ら

一
九

O
二
年
、

ア
ダ
ナ
〉
仏
吉
田
州
の
地
中
海
岸
に
近
い
町
タ
ル
ス
ス

記
ト
ル
コ
共
和
国
発
足
後
の
一
九
二

0
年
代
末
期
か
ら
は
、

ア
γ
タ
ル
ヤ
〉
旦
包
官
、
マ
-
フ
テ
ィ
ア
冨
色
白
昨
日
刊
問
、
ト
ラ
ブ
ゾ

γ
、H
，E
σ
N
O
P
、
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コ
ン
ヤ
問
。
ミ
白
な
ど
の
市
で
も
水
力
発
電
が
開
始
さ
れ
て
い
る
。

一
九
五

O
年
に
は
水
力
発
電
所
の
数
は
四
五
に
達
し
た
。
し
か
し
こ

の
こ
ろ
ま
で
の
水
力
発
電
所
は
単
一
の
都
市
・
町
・
工
場
を
対
象
に
し
た
小
容
量
の
も
の
が
多
く
、
火
力
発
電
も
含
め
た
ト
ル
コ
全
体
の

電
気
産
業
の
中
で
、
設
備
発
電
力
・
発
電
総
量
と
も
に
、
水
力
発
電
は
僅
か
に
五
%
程
度
の
役
割
を
占
め
る
に
す
ぎ
な
'
か
っ
た
(
ろ
。
水

力
発
電
の
用
途
も
、
動
力
用
よ
り
も
照
明
用
が
主
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

ト
ル
コ
に
お
い
て
ダ
ム
式
大
型
発
電
が
本
格
化
す
る
の
は
、

一
九
五
六
年
に
サ
カ
ル
ヤ
川
中
流
に
誕
生
し
た
出
力
八
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト

(
現
在
二
ハ
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
)
の
サ
ル
ヤ
ル

ω
R
q
R
発
電
所
を
も
っ
て
で
あ
る
(
4
u
o

以
後
、
同
様
な
発
電
所
が
セ
イ
ハ
ン

ω
3
r
g

(
一
九
五
六
年
)
、
ケ
メ
ル
同
0
5
2ハ
一
九
五
八
年
三
デ
ミ
ル
キ
ョ
プ
リ
ュ
ロ
m
B
W
W
C
H
M
Z
(
一
九
六
O
年
三
ヒ
ル
フ
ァ
ン
ル
出
町
内

g-H

(
一
九
六
O
年
三
ケ
シ
ク
キ
ョ
プ
リ
ュ
同
2
-
w
E匂
早
〈
一
九
六
七
年
)
に
相
次
い
で
出
現
す
る
が
、

そ
れ
と
と
も
に
水
力
電
気
事
業
も

次
第
に
重
要
性
を
増
し
、

五
八
年
に
は
設
備
発
電
力
・
発
電
総
量
と
も
に
二
O
%
を
超
え
、

つ
い
で
六
O
年
に
は
と
も
に
三
O
%
を
超
え

て
い
る
(
5
〉
。
さ
ら
に
七

0
年
代
に
な
る
と
、

ユ

l
フ
ラ
テ
ス
川
(
フ
ラ
ト

P
H伊
丹
川
)
の
ケ
バ
ン
関
白
げ
自
発
電
所
(
出
力
六
三
万
キ

ロ
ワ
ッ
ト
)
を
は
じ
め
、
ギ
ョ
ク
チ
ェ
カ
ヤ
の

C
F
2
r
a田
発
電
所
(
出
力
二
七
・
八
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
、

サ
カ
ル
ヤ
川
〉
、

ハ
サ
ン
H

ウ

ゥ
ル
ル
民
同
由
自
己
即
日
宮
発
電
所
ハ
出
力
二
五
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
、

イ
ェ
シ
ル
ウ
ル
マ
ク

Jpd口
同
片
岡
出
品
川
)
な
ど
の
大
容
量
発
電
所
、
が
完

成
し
、
水
力
電
気
事
業
の
比
重
も
七
五

i
七
六
年
に
は
四
O
%
を
超
え
る
に
至
っ
た
(
表

1
1
生
産
量
比
率
の
み
で
い
え
ば
、
水
力
電

気
の
そ
れ
は
近
年
約
五
O
%
に
も
達
し
て
い
る
。

水
車
時
代
に
お
い
て
は
、
水
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
消
費
さ
れ
る
場
所
は
水
力
地
点
そ
の
も
の
に
限
定
さ
れ
る
。
し
か
し
、
水
力
電
気
時
代

と
な
れ
ば
、
水
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
転
形
さ
れ
、
送
電
・
配
電
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
場
所
的
制
約
を
払
拭
し
、
遠
方

-
広
域
の
消
費
に
も
応
え
る
に
至
る
も
の
で
あ
る
。
ト
ル
コ
に
誕
生
し
た
大
型
水
力
発
電
所
も
そ
の
よ
う
な
要
請
に
応
え
る
も
の
で
あ
っ
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トルコの電気事業における火力・水力構成

発 電 設 備 発 電 量

|火 力 |火 力

万kW 3U % 十億kWh f詰 % 
1970 223.5 67.6 32.4 8.623 64.8 35.2 

1971 257.8 66.2 33.8 9.781 73.3 26.7 

1972 271.1 67.1 32.9 11. 242 71. 5 28.5 

1973 319.3 69.1 30.8 12.425 79.0 21. 0 

1974 373.2 61. 2 38.8 13.477 75.1 24.9 

1975 418.7 57.5 42.5 15.623 62.2 37.8 

1976 436.4 57.1 42.9 18.283 54.2 45.8 

1677 472.7 60.4 39.6 20.565 58.2 41. 8 

1978 486.9 61. 4 38.6 21. 726 56.9 43.1 

1979 511. 9 58.4 41. 6 22.522 54.2 45.8 

1980 515.7 58.7 41. 3 23.289 51. 3 48.7 

表 1

た
。
た
と
え
ば
サ
ル
ヤ
ル
発
電
所
の
電
気
は
、
開
業
以
来
、
東
は

などによって作成〕

七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
ア
ン
カ
ラ
〉
ロ
「
白
血
市
、
西
は
二
四
四
キ
ロ
メ
l

ト
ル
の
イ
ス
タ
ン
プ
l
ル
宮

gσ
巳
市
へ
と
送
電
さ
れ
て
い
る
。

ま

た
ケ
バ
ン
発
電
所
で
生
産
さ
れ
た
電
気
も
、
そ
の
二
郎
は
五
五

0
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
先
の
ア
ン
カ
ラ
市
お
よ
び
九
一
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
先
の
イ
ス

(Turkish Electricity Authority: Annual RepQrt 

タ
ン
ブ
l
ル
へ
と
送
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
(
6
u
o

一
方
、
こ
の
よ
う

な
状
況
に
対
応
す
る
も
の
と
し
て
は
、
火
力
発
電
所
も
そ
の
中
へ
加
え

て
発
電
所
と
消
費
地
を
相
互
連
結
す
る
、
大
送
電
系

g芯
件
。
ロ

5
w
s

田
町
田
仲

8
5
C
E
m門口
O
ロロ

2
B門
田
昌
丘
町
H
H
H

〉
が
完
成
し
た
。

他
方
、
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
広
域
へ
の
供
給
と
い
う
点
か
ら
す
れ

ば
、
大
型
水
力
発
電
所
の
誕
生
と
送
電
系
の
整
備
が
進
め
ら
れ
る
中

で
、
火
力
電
気
の
思
恵
を
被
り
に
く
か
っ
た
農
村
部
に
も
水
力
電
気
は

次
第
に
浸
透
し
て
い
っ
た
。
た
と
え
ば
一
九
六
九
年
当
時
、

ト
ル
コ
の

農
村
で
電
気
の
供
給
を
受
け
て
い
る
村
数
は
全
村
落
数
の
七
・
六
%
に

す
ぎ
な
か
っ
た
が
?
〉
、
七
O
年
か
ら
は
ト
ル
コ
電
気
公
社
に
よ
っ
て

農
村
電
化
事
業
が
促
進
さ
れ
、

達
し
て
い
る
す
〉
O

八
O
年
に
は
電
化
率
は
五
一
・
O
%
に
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農
村
電
化
の
最
初
の
目
標
が
照
明
用
の
電
気
の
供
給
で
あ
る
こ
と
は
疑
を
容
れ
な
い
。
し
か
し
、
水
力
電
気
は
火
力
電
気
に
比
較
し
て

生
産
費
が
安
く
、
ま
た
生
産
時
が
昼
夜
を
問
わ
な
い
た
め
、
昼
一
聞
は
動
力
用
と
し
て
用
い
ら
れ
や
す
い
性
格
を
も
っ
て
い
る
。
し
た
が
つ

て
農
村
部
に
供
給
さ
れ
た
電
気
が
主
と
し
て
水
力
電
気
で
あ
っ
た
と
い
う
前
提
に
立
て
ば
、
農
村
電
化
は
農
村
部
に
、
安
価
で
利
用
さ
れ

易
い
動
力
基
盤
を
提
供
し
た
と
い
え
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
農
村
で
電
気
が
動
力
と
し
て
利
用
さ
れ
る
そ
の
お
も
な
用
途
の
一
つ
は
製
粉
で
あ
る
。
水
車
が
用
い
ら
れ
る
目
的
も
お
も

に
製
粉
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
農
村
部
に
お
い
て
は
製
粉
業
を
め
ぐ
っ
て
、
古
い
水
力
利
用
の
様
式
と
、
電
気
に
形
を
変
え
た
水

力
の
利
用
と
い
う
新
し
い
様
式
と
が
、
遭
遇
し
た
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
こ
の
遭
遇
は
必
然
的
に
、

旧
来
の
製
粉
水
車
の
一
茨
滅
を
方
向
づ

電
気
)
が
、

け
る
も
の
で
あ
っ
た
。
以
下
の
論
述
で
は
、
こ
の
伝
統
的
な
水
力
利
用
基
盤
の
中
で
、
水
力
に
代
わ
っ
て
電
力
(
そ
の
主
要
部
分
は
水
力

い
か
に
主
役
の
地
位
を
奪
っ
て
い
く
か
に
つ
い
て
ふ
れ
て
み
よ
う
と
思
う
。

四

水
車
製
粉
か
ら
電
気
製
粉
へ

付

湖
底
に
沈
む
水
車

旧
来
の
水
車
が
水
力
電
気
事
業
に
よ
っ
て
葬
り
去
ら
れ
る
最
も
象
徴
的
な
場
面
は
、
発
電
用
ダ
ム
の
完
成
に
よ
っ
て
水
没
す
る
村
と
そ

の
運
命
を
共
に
し
て
い
く
水
車
の
姿
で
あ
る
。
ト
ル
コ
に
お
い
て
も
、

ユ

l
フ
ラ
テ
ス
川
を
堰
止
め
て
ケ
パ
ン
発
電
所
を
建
造
し
た
際
に

は
一
一
六
カ
村
が
水
没
し
た
と
い
わ
れ
る
す
)
が
、
こ
の
地
方
に
予
想
さ
れ
る
高
密
度
の
製
粉
水
車
分
布
状
況
か
ら
類
推
し
て
、

水
没
し

た
製
粉
水
車
も
多
数
に
の
ぼ
っ
た
で
あ
ろ
う
と
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
た
だ
、
筆
者
の
今
回
の
ト
ル
コ
調
査
に
際
し
て
は
、
右
の
よ
う

な
具
体
例
は
み
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。



し
か
し
こ
れ
に
類
す
る
事
例
と
し
て
は
、
同
じ
く
農
村
部
で
時
々
み
か
け
ら
れ
る
揚
水
水
車
が
発
電
用
ダ
ム
の
完
成
に
よ
っ
て
湖
底
に

没
し
た
と
い
う
例
を
、
筆
者
は
ク
ズ
ル
ウ
ル
マ
グ
同

5-弓
自
由
F
h

川
中
流
に
完
成
し
た
ケ
シ
ク
キ
ョ
プ
リ
ユ
川
ダ
ム
の
場
合
で
確
認
し

た
。
さ
ら
に
発
電
用
ダ
ム
と
限
定
さ
れ
な
け
れ
ば
、
製
粉
水
車
水
没
の
例
は
二
カ
所
で
知
っ
て
い
る
。

一
つ
は
一
九
六
二
年
に
カ
イ
セ
リ

州
に
濯
淑
用
ダ
ム
と
し
て
誕
生
し
た
前
出
の
サ
ル
ム
サ
グ
ル
N

パ
ラ
l
ジ
ュ
ハ
ダ
ム
)
の
場
合
で
あ
っ
て
、
こ
の
地
方
出
身
の
国
会
議
員

が
所
有
し
て
い
た
水
車
小
屋
二
つ
が
湖
底
に
沈
ん
で
い
る
。
ま
た
他
の
一
つ
は
、
六
四
年
に
ア
ン
カ
ラ
市
の
飲
料
水
用
の
チ
ュ
ブ
グ
二
号

AV--u己
W
H
H
H

ダ
ム
が
完
成
し
た
時
の
こ
と
で
あ
り
、
ダ
ム
サ
イ
ト
直
下
に
あ
っ
た
チ
ャ
ヴ
ン
ド
ゥ
ル

A
U
2
5仏
弓
村
の
製
粉
水
車
が
一

っ
、
そ
の
際
に
水
没
し
た
。
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。
水
車
小
屋
の
電
化

在
来
の
水
車
が
、
新
規
に
興
さ
れ
た
水
力
電
気
事
業
に
よ
っ
て
葬
り
去
ら
れ
る
い
ま
一
つ
の
パ
タ
ー
ン
は
、
消
費
地
点
に
送
ら
れ
た
水

力
電
気
が
、
そ
の
地
点
で
活
動
し
て
い
る
水
車
に
代
わ
っ
て
動
力
と
し
て
採
用
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
も
た
ら
さ
れ
る
。
そ
の
最
も
端
的
な

例
は
、
水
車
小
屋
に
電
気
が
引
か
れ
て
機
械
の
運
転
が
電
気
に
ま
か
さ
れ
る
事
例
で
あ
ろ
う
。

す
な
わ
ち

2
仏
品
目
口
出
向
ロ
〈
毛
色
町
?

自
己
〉
が
巳
開
rh-
可
保
門
戸
田
岬
町
田
町
田
戸
(
巾

-
2可日
n
g
E
)
に
置
き
換
わ
っ
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
が
そ
れ
で
あ
る
。

ア
ン
カ
ラ
市
の
南
三

0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
セ
ギ
ュ
テ
ュ
ズ
ュ

ω
S
Eロ
島
村
に
も
そ
の
実
例
が
み
ら
れ
る
。
そ
の
電
気
製
粉
所
は
、
ァ

ン
カ
ラ
市
と
ア
ン
カ
ラ
州
内
の
一
地
方
中
心
バ
ラ
回
国
宮
町
を
結
ぶ
自
動
車
道
路
が
、
地
方
道
と
交
わ
る
村
内
の
四
つ
辻
に
位
置
す
る
。

聞
く
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
交
通
の
便
利
さ
に
も
恵
ま
れ
、
こ
の
製
粉
所
は
周
辺
の
二

O
カ
村
か
ら
も
客
が
訪
れ
て
く
る
と
い
う
繁
昌
ぶ
り

219 

で
あ
る
。

経
営
者

X
氏
に
よ
れ
ば
、
当
家
は
祖
父
の
代
か
ら
製
粉
業
を
営
ん
で
お
り
、
遡
れ
ば
そ
れ
は
水
車
製
粉
業
で
あ
っ
て
、
他
の
場
所
か
ら
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こ
の
地
点
に
水
車
小
屋
を
移
し
た
の
は
一
九
四

O
年
こ
ろ
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
以
後
三
十
数
年
に
わ
た
り
も

セ
ギ
ュ
テ
ュ
ズ
ュ

H

チ
ャ

ユ

ω-AuaH
川
の
水
に
依
っ
て
製
粉
水
車
経
営
が
続
け
ら
れ
て
き
た
が
、
夏
に
は
水
が
不
足
す
る
た
め
、
六
三
年
か
ら
は
デ
ィ
ー
ゼ
ル

機
関
を
採
用
し
て
夏
の
動
力
に
当
て
て
い
た
と
い
う
。
当
時
は
石
田
一
基
を
備
え
、

一
昼
夜
の
製
粉
能
率
は
三

O
l五
O
シ

ニ

ツ

グ

(

四
O
J四
0
0キ
ロ
グ
ラ
ム
)
程
度
で
あ
っ
た
。

こ
の
水
車
小
屋
に
電
気
が
引
か
れ
、
動
力
が
電
気
に
切
替
え
ら
れ
た
の
は
七
六
年
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
を
機
に
馬
力
の
向
上
も
は
か

ら
れ
た
た
め
、
石
臼
は
一
挙
に
四
基
に
増
や
さ
れ
た
。
し
か
も
一
臼
あ
た
り
の
能
率
は
一
日
五
ト
ン
と
飛
躍
的
に
増
加
し
、

四
基
で
は
一

日
の
製
粉
量
は
実
に
二

0
ト
ン
、
水
車
時
代
の
そ
れ
の
数
十
倍
に
も
達
し
て
い
る
。
水
車
時
代
、
そ
の
非
能
率
の
故
に
、
順
番
待
ち
の
客

が
小
屋
の
前
に
長
蛇
の
列
を
つ
く
っ
た
と
い
う
話
も
、
今
は
完
全
に
昔
語
り
と
な
っ
た
。
動
力
革
命
が
も
た
ら
し
た
す
さ
ま
じ
い
ば
か
り

の
生
産
性
の
拡
大
の
例
を
こ
こ
に
み
る
。

セ
ギ
ュ
テ
ュ
ズ
ュ
村
の
電
化
は
七
一
年
に
、
諾
州
銀
行
邑
日
切

g
w曲
目
同
事
業
と
し
て
成
し
遂
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
事
業
の
目
的
は

ま
ず
第
一
に
村
に
照
明
用
の
電
気
を
供
給
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
そ
の
五
年
後
に

X
氏
が
、
水
車
小
屋
の
電
化
を
計
画
し
た
際
に
は
、
村

の
電
気
需
給
関
係
の
中
で
照
明
用
以
外
の
用
途
に
電
気
を
回
わ
す
だ
け
の
余
力
が
あ
る
か
否
か
が
、
全
般
的
に
電
気
を
管
理
す
る
ト
ル
コ

電
気
公
社
の
手
に
よ
っ
て
調
査
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
余
剰
電
気
の
存
在
が
、
水
車
製
粉
が
電
気
製
粉
へ
と
転
換
す
る
前
提

で
あ
っ
た
。
た
だ
、
そ
の
転
換
を
実
現
し
た
の
は

X
氏
自
身
の
才
覚
と
決
断
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
動
力
の
切
替
え
に
あ
た
っ
て
は
、
村
落

内
部
に
は
あ
ま
り
大
き
な
動
揺
は
生
じ
な
か
っ
た
と
み
て
も
誤
り
は
な
か
ろ
う
。

同

水
車
製
粉
と
電
気
製
粉
の
競
合

し
か
し
、
電
気
製
粉
所
は
、
そ
の
す
べ
て
が
水
車
製
粉
業
者
の
才
覚
と
決
断
に
よ
っ
て
誕
生
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
多
少
と
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も
保
守
的
で
相
対
的
に
資
本
力
に
も
之
し
い
水
車
業
者
を
出
し
抜
き
、
突
如
富
農
層

ぞ
穀
物
商
ら
に
よ
っ
て
電
気
製
粉
業
が
創
め
ら
れ
た
よ
う
な
例
も
数
多
い
の
で
あ

る
。
そ
の
よ
う
な
場
合
に
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
水
車
業
者
が
打
撃
を
被
る
に
至

スラクユノレト町の電気製粉所

り
、
旧
来
の
伝
統
的
な
水
車
業
地
に
一
つ
の
社
会
的
波
紋
が
生
じ
た
可
能
性
は
十
分

に
察
知
さ
れ
る
。
次
に
そ
の
よ
う
な
例
を
二
、
三
挙
げ
よ
う
。

(a) 

ス
ラ
ク
ユ
ル
卜
町
の
倒

ア
ン
カ
ラ
州
の
東
端
に
所
在
す
る
一
つ
の
郡
の

ωロ
日
間
}
内
可
己
円
丹

中
心
町
ス
ラ
グ
ユ
ル
ト

は
、
か
つ
て
は
五
台
の
水
車
が
存
在
す
る
製

粉
業
の
中
心
で
も
あ
っ
た
。
当
時
は
、
町
内
の
客
は
言
う
に
及
ば
ず
、
遠
く
は
一
五

ー
二

0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
隔
た
っ
た
村
も
含
め
、
計
八
カ
村
、
時
に
は
そ
れ
以
上
の
村

図 B

村
か
ら
も
、
客
が
荷
を
牛
車
・
馬
車
に
載
せ
訪
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
水

車
は
い
ず
れ
も
ス
ラ
グ
ユ
ル
ト

u
チ
ャ
ユ

ω・
や
qH
川
に
臨
み
、
そ
の
操
業
期
は

小
麦
の
収
穫
期
と
も
か
ら
ん
で
九
月
か
ら
翌
年
の
四
月
ま
で
で
あ
っ
た
。
ほ
か
に
家

率
は
一
昼
夜
で
六

O
I八
O
シ
ニ
ツ
ク
(
四
五

0
1六
0
0キ
ロ
グ
ラ
ム
〉
程
度
で
あ
っ
た
と
い
う
。

畜
飼
料
の
大
麦
・
か
ら
す
麦
も
製
粉
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
水
車
一
台
の
製
粉
能

ス
ラ
グ
ユ
ル
ト
に
電
気
が
供
給
さ
れ
始
め
た
の
は
一
九
六
四
年
で
あ
る
が
、
七
一
年
に
は
余
剰
電
気
を
利
用
す
る
形
で
電
気
製
粉
所
が
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誕
生
し
た
(
図

6
1
当
然
の
こ
と
で
は
あ
る
が
そ
の
影
響
を
う
け
、
そ
の
翌
年
あ
た
り
か
ら
水
車
は
次
第
に
潰
滅
の
方
向
へ
と
向
か
う

が
、
さ
ら
に
電
気
製
粉
所
が
一
カ
所
増
設
さ
れ
た
の
を
機
に
、
最
後
ま
で
対
抗
し
て
い
た
水
車
も
つ
い
に
七
七
年
に
は
業
を
閉
じ
て
い
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る。
こ
れ
ら
の
電
気
製
粉
所
を
創
始
し
た
の
は
、

い
ず
れ
も
水
車
業
と
は
無
関
係
の
農
民
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
水
車
業
者
と
電
気
製
粉

業
者
と
の
聞
で
悶
着
が
生
じ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
十
分
推
察
さ
れ
る
。
し
か
し
結
局
は
、
水
車
業
者
も
近
代
化
の
趨
勢
に
は
抗
し
え
ず
、

右
の
最
後
の
水
車
業
者
の
場
合
も
一
時
的
な
補
償
金
を
手
に
す
る
こ
と
で
和
解
し
た
よ
う
で
あ
る
。
な
お
こ
の
水
車
業
者
は
、
そ
の
後
、

町
の
刑
務
所
看
守
を
職
に
選
ん
で
い
る
と
い
う
。

ち
な
み
に
ス
ラ
ク
ユ
ル
ト
町
に
お
い
て
は
、
水
車
時
代
に
お
い
て
も
、

ブ
ル
グ
ル
用
の
小
麦
の
挽
割
り
は
水
車
に
よ
ら
ず
、
竪
杵
臼
ま

た
は
手
回
し
臼
を
用
い
て
人
力
で
な
さ
れ
て
い
た
。
町
の
電
化
は
こ
の
面
で
も
変
革
を
も
た
ら
し
、
電
気
ブ
ル
グ
ル
製
造
所
一
カ
所
を
誕

生
さ
せ
て
い
る
。

(b) 

ナ
ル
ル
ハ
ン
町
の
例

ア
ン
カ
ラ
州
の
北
西
端
に
あ
る
一
つ
の
郡
の
中
心
町
ナ
ル
ル
ハ
ン

Z
主
任
自
は
、
動
力
の
近
代
化
が

他
州
よ
り
も
よ
り
進
行
し
て
い
る
ア
ン
カ
ラ
州
の
中
に
あ
っ
て
、
現
在
で
も
水
車
製
粉
、
が
か
ろ
う
じ
て
営
ま
れ
て
い
る
唯
一
の
場
所
で
あ

る。
水
車
小
屋
は
三
を
数
え
、

い
ず
れ
も
南
流
す
る
ナ
ル
デ
レ

Z
田

E
刊
号
川
沿
い
に
立
地
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
の
一
つ
は
、

屑
小
麦
・

大
麦
を
原
料
に
し
て
飼
料
を
製
造
し
て
い
る
い
わ
ば
零
細
工
場
で
あ
る
。
あ
る
い
は
こ
の
水
車
工
場
は
規
模
・
業
種
か
ら
み
て
も
、
今
後

も
安
泰
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
他
の
二
つ
は
い
ず
れ
も
食
用
の
小
麦
粉
を
製
す
る
水
車
小
屋
で
あ
る
。
町
の
電
化
に
よ
っ
て
影
響
を
う

け
て
い
る
の
は
も
ち
ろ
ん
こ
れ
ら
の
水
車
小
屋
で
あ
る
。

ナ
ル
ル
ハ
ン
の
集
落
の
西
北
方
に
ベ
シ
ュ
日
デ
ェ
イ
ル
メ
ン
∞
S
口町即日ロロ

g
Q目4
0
4司

mZ2・B
E
6
と
呼
ば
れ
る
一
角
が
あ
り
、

水
車
小
屋
の
一
つ
は
そ
こ
に
見
出
さ
れ
る
。
小
屋
の
中
に
は
石
臼
が
二
基
据
え
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
石
臼
が
床
下
に
水
平
式
水
車
を
備
え



トルコにおける水力利用とその近代化

れ
て
い
る
と
い
う
。

ナルルハγ町の製粉水車

(床下に据えられた水平式水車)

図 7

て
い
る
(
図

7
1
か
つ
て
は
他
に
水
車
小
毘
が
二
つ
、
う
ち
一
つ
は
現
存
の
水

車
小
屋
と
同
様
ニ
臼
で
あ
っ
た
た
め
、
合
計
三
つ
の
水
車
小
屋
に
五
台
の
水
車
が

備
え
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
地
名
の
由
来
は
そ
こ
に
あ
る
。
な
お
、
他
の
二

つ
の
水
車
小
屋
が
消
滅
し
た
原
因
も
町
の
電
化
に
よ
る
打
撃
で
あ
っ
た
。

現
存
す
る
水
車
小
屋
の
所
有
主
は
、
地
主
兼
自
作
農
で
あ
る
こ
の
町
の
住
人
メ

フ
メ
ト
冨

mrsz
氏
で
あ
る
が
、
彼
は
こ
れ
を
、

ナ
ル
ル
ハ
ン
町
の
西
北
西
一

二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
ア
グ
ス

l
k
r
r
E
村
の
農
民
イ
ス
マ
イ
ル
ゲ
自
由
巳
氏
に
貸

与
し
て
い
る
。
イ
ス
マ
不
ル
氏
は
、
経
営
耕
地
も
少
な
く
村
で
仕
事
も
な
い
ま
ま

に
、
水
車
が
操
業
す
る
春
秋
の
五
カ
月
間
の
み
な
ら
ず
、
年
間
一

0
カ
月
を
こ
の

水
車
小
屋
に
寝
起
き
し
て
過
ご
す
。
水
車
小
屋
の
貸
借
料
は
収
入
の
五

O
Zで
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
水
車
番
イ
ス
マ
イ
ル
氏
が
客
か
ら
徴
収
し
た
賃
挽
料
は
、

メ

ブ

メ
ト
氏
と
イ
ス
マ
イ
ル
氏
の
聞
で
折
半
さ
れ
る
取
決
め
で
あ
る
。
な
お
、
水
車
に

課
せ
ら
れ
る
税
金
(
年
額
五
万
リ
ラ
)
も
、
所
有
主
と
水
車
番
で
等
分
に
負
担
さ

ち
な
み
に
水
車
製
粉
の
対
象
に
な
る
の
は
小
麦
が
主
で
あ
る
が
、

お
よ
び
飼
料
用
に
豆
の
一
種
フ
ィ

ほ
か
に
大
麦
・
と
う
も
ろ
こ
し
、
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1

向
山
陣
も
持
込
ま
れ
る
。
ブ
ル
グ
ル
用
の
小
麦
の
挽
割
り
注
文
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

ナ
ル
ル
ハ
ン
町
に
電
気
が
供
給
さ
れ
始
め
た
の
は
一
九
六
四
年
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
と
ほ
と
ん
ど
同
時
に
電
気
製
粉
所
も
誕
生
し
て



224 

い
る
。
ベ
シ
品
目
デ
ェ
イ
ル
メ
ン
に
あ
っ
た
他
の
水
車
小
屋
が
廃
業
に
追
い
や
ら
れ
た
の
は
こ
の
電
気
製
粉
所
の
影
響
で
あ
っ
た
。
さ
ら

に
、
調
査
に
赴
い
た
一
カ
月
前
の
八
一
年
八
月
に
は
第
二
の
電
気
製
粉
所
が
登
場
し
た
。
そ
の
た
め
水
車
製
粉
業
を
取
り
巻
く
状
況
は
一

段
と
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
。

イ
ス
マ
イ
ル
氏
が
徴
収
す
る
賃
挽
料
は
長
ら
く
二
四
分
の
一
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、

イ
ス
マ
イ
ル
氏
が
耳
に
し
て
い
る
電
気
製

粉
所
の
そ
れ
は
実
に
四
分
の
一
な
い
し
五
分
の
一
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
驚
く
べ
き
高
率
の
真
偽
を
確
か
め
る
た
め
、
筆
者
が
町
の
広
場

イ
ス
マ
イ
ル
氏
の
言
う
と
こ
ろ
も
真
実
に
近
い
。
す
な
わ
ち
、

ふ
す
ま

客
に
手
渡
さ
れ
る
の
は
、
六
五
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
小
麦
粉
と
二

0
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
越
で
あ
っ
て
、
残
る
一
五
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
小
麦
が
製
粉
所

で
住
民
か
ら
聴
い
た
話
で
は
、

一
0
0キ
ロ
グ
ラ
ム
の
小
麦
を
持
参
し
た

が
徴
収
す
る
手
数
料
で
あ
る
。
比
率
に
す
れ
ば
こ
れ
は
一
五
%
す
な
わ
ち
六
・
七
分
の
一
と
い
う
他
に
例
を
み
な
い
高
率
で
あ
る
。
そ
れ

ふ
す
ま

お
よ
び
粉
と
薙
に
箭

で
も
客
が
製
粉
水
車
を
見
棄
て
て
電
気
製
粉
所
に
殺
到
す
る
理
由
は
何
か
。
そ
れ
は
、
製
粉
に
要
す
る
時
間
の
差
、

い
分
け
る
選
別
機
を
設
備
し
て
い
る
か
否
か
の
差
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
イ
ス
マ
イ
ル
氏
も
、
選
別
機
を
備
付
け
た
い
と
い
う
希
望
を
持

っ
て
い
る
が
ま
ま
な
ら
な
い
。
客
の
減
少
に
基
づ
く
収
入
滅
に
対
処
す
る
た
め
、

イ
ス
マ
イ
ル
氏
は
最
近
賃
挽
料
を
一
四
分
の
一
に
引
上

げ
て
い
る
。
こ
の
非
常
手
段
が
吉
凶
い
ず
れ
の
結
果
を
も
た
ら
す
か
は
、
未
だ
明
ら
か
に
し
え
な
い
段
階
で
あ
る
。
イ
ス
マ
イ
ル
氏
の
水

車
製
粉
業
経
営
も
、
動
力
近
代
化
の
波
に
も
ま
れ
て
苦
況
の
下
に
あ
る
。

(c) 

テ
ュ
ル
ク
カ
レ
ヒ
サ
ル
村
の
例

ア
ン
カ
ラ
州
の
東
北
に
隣
る
チ
ョ
ル
ム

A
U
o
E
B
州
の
州
都
チ
ョ
ル
ム
と
、
州
内
の
一
中
心

ス
ン
グ
ル
ル

ωロ
ロ
ぬ
ロ
ユ
ロ
町
と
の
中
間
の
山
道
で
、
現
在
も
活
動
中
の
水
車
が
見
出
さ
れ
る
。
セ
イ
ト
ォ
ル
日
ジ
ャ
ラ
ル
ー
ホ
ラ
ト

ω
q
w
o脚
宮
の
回
日
同
】
一
句
。
-
回
同
氏
が
所
有
・
経
営
す
る
製
粉
水
車
で
あ
り
、
彼
に
よ
れ
ば
か
つ
て
こ
の
コ
パ
ラ
ン
同
O
U
R
S
川
の
谷
筋
に
は

一
O
台
の
水
車
が
並
ん
で
い
た
と
い
う
。
い
ず
れ
も
が
こ
の
地
点
か
ら
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
隔
た
っ
た
と
こ
ろ
に
位
置
す
る
テ
ュ
ル
グ
カ
レ



ヒ
サ
ル
日
キ
ヨ
イ
ユ

、H

，骨
ww曲
目
白
日
岳
民
問
。
1w
村
の
水
車
で
あ
り
、
実
に
百
年
の
歴
史
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
。

コ
プ
ラ
ン
川
の
水
量
は
豊
富
で
あ
り
、
水
車
は
一
年
を
通
じ
て
の
運
転
が
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
客
が
訪
れ
て
く
る
の
は
小
麦
の
収

穫
期
後
の
三
カ
月
聞
に
限
ら
れ
、
し
か
も
客
数
も
減
少
傾
向
に
あ
る
。
他
の
九
台
の
水
車
を
廃
業
へ
と
追
込
み
、

セ
イ
ト
ォ
ル
水
車
を
不

況
に
陥
れ
た
の
は
、
村
に
出
現
し
た
電
気
製
粉
所
で
あ
っ
た
。
賃
挽
料
を
比
較
す
れ
ば
、
水
車
の
場
合
は
小
麦
一
テ
ネ
ケ

窓
口
問
}
同
叩
(
一

六
キ
ロ
グ
ラ
ム
)
あ
た
り
現
物

0
・
八
五
キ
ロ
グ
ラ
ム
、
電
気
製
粉
所
の
場
合
は
同
じ
く
現
金
で
三

0
リ
ラ
で
あ
る
。
小
麦
の
価
格
(
一

キ
ロ
グ
ラ
ム
H
二
O
P
ラ
〉
か
ら
し
て
水
車
の
賃
挽
料
は
一
テ
ネ
ケ
あ
た
り
一
七
リ
ラ
と
な
る
が
、
こ
れ
は
電
気
製
粉
所
の
そ
れ
の
お
よ

トルコにおける水力利用とその近代化

そ
半
額
で
あ
る
。
し
か
も
水
車
小
屋
を
訪
れ
る
客
た
ち
の
評
判
は
、
水
車
粉
は
冷
た
く
て
良
質
で
あ
る
と
い
う
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
水

の
る

車
が
衰
退
へ
と
向
か
っ
て
き
た
の
は
、
水
車
が
村
か
ら
隔
た
っ
て
い
る
不
便
さ
と
製
粉
速
度
の
鈍
さ
で
あ
る
と
す
る
の
が
、
セ
イ
ト
ォ
ル

日
ジ
ャ
ラ
ル
H

ポ
ラ
ト
氏
の
意
見
で
あ
る
。

伺

製
粉
業
中
心
の
交
代

水
車
は
水
力
地
点
の
存
在
を
前
提
と
し
て
顕
在
化
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
集
落
に
よ
っ
て
は
水
力
地
点
を
擁
し
な
い
た
め
に
、
製
粉
水

車
を
所
有
す
る
に
至
ら
な
か
っ
た
例
も
多
い
。
こ
れ
に
対
し
て
電
気
製
粉
所
は
、
製
粉
水
車
の
立
地
の
際
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
場
所
的
制

約
を
う
け
る
こ
と
も
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
集
落
に
誕
生
し
う
る
性
格
を
も
っ
て
い
る
。
し
か
も
両
者
が
併
存
す
る
よ
う
な
場
合
、
需
要
者
の

心
を
よ
り
強
く
つ
か
ん
だ
の
は
電
気
製
粉
所
の
側
で
あ
っ
た
。

従
来
の
水
車
集
落
が
電
化
を
遂
げ
、
そ
の
集
落
内
部
に
電
気
製
粉
所
が
登
場
し
、
そ
の
結
果
、
社
会
的
変
動
が
惹
き
起
こ
さ
れ
る
状
況
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は
、
前
節
で
す
で
に
み
た
通
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
電
気
製
粉
所
の
進
出
は
、
伝
統
的
な
水
車
製
粉
業
地
だ
け
を
ね
ら
っ
て
な
さ
れ
た
も

の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
水
力
と
は
無
根
で
あ
っ
た
集
落
に
、
水
車
に
よ
っ
て
果
た
さ
れ
て
い
た
寡
占
・
独
占
態
勢
を
破
る
べ
く
、
電
気
製
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粉
所
が
積
極
的
に
興
さ
れ
て
い
く
事
例
も
数
多
い
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
製
粉
業
の
新
旧
交
代
は
、
集
落
相
互
間
の
問
題
を
も
惹
き
起
こ

(a) 
す
可
能
性
を
は
ら
ん
で
い
る
。
次
に
そ
の
二
、
三
の
事
例
を
紹
介
し
よ
う
。

カ
イ
セ
リ
市
の
西
北
方
二
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、

グ
ズ
ル
ウ
ル
マ
グ
川
中
流

ベ
イ
デ
ェ
イ
ル
メ
ニ
村
|
ヒ
ム
メ
ト
デ
デ
町
の
例

の
南
岸
に
位
置
す
る
ベ
イ
デ
ェ
イ
ル
メ
ニ
切

01-品目
Hgm巳
村
は
、
か
つ
て
は
こ
の
地
方
に
お
け
る
水
車
製
粉
の
中
心
で
あ
っ
た
(
図
3

参
照
〉
。
水
車
小
屋
は
二
つ
を
数
え
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、

い
ず
れ
も
四
水
車
・
四

臼
を
備
え
、
各
水
車
小
屋
と
も
一
時
間
に
七
五
シ
ニ
ツ
ク
(
六

0
0キ
ロ
グ
ラ
ム
〉

の
製
粉
が
可
能
で
あ
っ
た
と
い
う
。

サドゥク=エフェンディ水車跡

そ
の
う
ち
の
一
つ
は
集
落
の
傍
ら
の
段
丘
崖
下
に
立
地
し
て
い
た
(
図

8
Y
所

有
者
は
カ
イ
セ
リ
市
の
資
産
家
サ
ド
ゥ
グ
川
エ
フ
ェ
ン
デ
ィ

ω包
H
W
E
E門
口
氏
で

あ
り
、
こ
れ
を
借
り
て
経
営
し
て
い
た
の
は
付
近
の
ク
シ
ュ
チ
ュ
ル
同
8
2
E
村

の
村
人
で
あ
る
。
当
ベ
イ
デ
ェ
イ
ル
メ
ニ
村
の
村
人
は
経
営
に
は
一
切
関
係
せ
ず
、

八
人
が
水
車
番
と
し
て
雇
わ
れ
て
い
た
に
す
ぎ
な
い
。
ま
た
他
の
一
つ
の
水
車
小
屋

は
、
鉄
道
・
道
路
を
隔
て
た
集
落
の
西
側
の
、
同
じ
く
段
丘
崖
下
に
位
置
し
て
い
た

が
、
こ
れ
は
当
村
の
富
農
メ
フ
メ
ト
日
ア
ァ

v
p
r
S
2
〉
官
民
の
所
有
に
属
し
て

図 B

い
た
。
た
だ
経
営
権
は
他
村
オ
ブ
ル
ク
H

キ
ヨ
イ
ュ

。ゲE
W
阿
内

cu--村
の
村
人
に

与
え
ら
れ
て
お
り
、

ベ
イ
デ
ェ
イ
ル
メ
ニ
村
の
村
人
は
八
人
が
、
同
じ
く
水
車
番
と

し
て
雇
用
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
当
村
の
村
人
た
ち
が
経
営
に
参
加
す
る



こ
と
な
く
一
雇
一
わ
れ
人
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
理
由
は
、
説
明
者
の
説
く
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
こ
れ
ら
他
村
民
の
方
が
利
口
で
あ
っ
た
か
ら
だ
と

い
う
。こ
の
よ
う
な
状
況
が
崩
れ
た
の
は
、
ベ
イ
デ
ェ
イ
ル
メ
ニ
村
の
北
西
一
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
ヒ
ム
メ
ト
デ
デ

Z
E
H
5
2仏
昆
∞
町
に
電

気
製
粉
所
が
出
現
し
た
た
め
で
あ
る
。
ヒ
ム
メ
ト
デ
デ
町
の
本
集
落
か
ら
や
や
離
れ
た
鉄
道
駅
前
集
落
に
あ
る
電
気
製
粉
所
は
、

一
九
六

O
年
に
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
を
動
力
と
し
た
近
代
製
粉
所
と
し
て
出
発
し
た
。
こ
の
村
に
電
気
が
通
じ
た
の
は
七
一
年
で
あ
る
が
、
そ
の
翌

年
に
は
早
速
動
力
を
電
気
に
切
替
え
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
製
粉
能
率
は
一
時
間
に
六

0
0キ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
り
、
平
均
一
日
一
五
時

聞
は
操
業
す
る
と
い
う
。
そ
の
能
力
の
点
か
ら
い
え
ば
、

ヒ
ム
メ
ト
デ
デ
の
電
気
製
粉
所
は
ベ
イ
デ
ェ
イ
ル
メ
ニ
の
水
車
小
屋
一
つ
分
に

トルコにおける水力利用とその近代化

過
ぎ
な
い
が
、

し
か
し
結
果
的
に
こ
の
地
方
の
製
粉
中
心
は
今
や
ヒ
ム
メ
ト
デ
デ
町
に
移
っ
て
い
る
。
水
車
時
代
は
ベ
イ
デ
ェ
イ
ル
メ
ニ

村
を
指
向
し
て
い
た
小
麦
の
動
き
は
、
今
は
ヒ
ム
メ
ト
デ
デ
町
を
目
指
し
て
お
り
、
遠
く
は
二

0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
ウ
チ
ュ
グ
ユ
ロ
存
ロ
可
己

村、

マ
フ
マ
ト
タ
タ
ル
呈
曲
目
H
B巳
g
g
H
村
か
ら
も
訪
れ
る
客
が
あ
る
と
い
う
。
も
ち
ろ
ん
、

ベ
イ
デ
ェ
イ
ル
メ
ニ
村
の
村
人
た
ち
が
用

達
す
る
の
も
今
や
お
も
に
ヒ
ム
メ
ト
デ
デ
町
で
あ
る
。

ベ
イ
デ
ェ
イ
ル
メ
ニ
村
に
も
一
九
七
一
年
か
ら
電
気
が
供
給
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
何
故
そ
れ
を
機
に
当
村
に
も
電
気
製
粉
所
が
誕
生

し
な
か
っ
た
の
か
。
答
は
、
当
村
は
水
量
豊
富
な
た
め
に
濯
概
耕
地
に
恵
ま
れ
、

し
た
が
っ
て
逆
に
小
麦
作
付
耕
地
が
狭
く
て
小
麦
生
産

量
に
之
し
く
、

し
か
も
村
の
戸
数
も
三
五
戸
と
少
な
い
た
め
、
村
内
の
製
粉
需
要
だ
け
で
は
採
算
性
が
な
く
、
既
存
の
ヒ
ム
メ
ト
デ
デ
町

な
ど
の
電
気
製
粉
業
に
対
抗
で
き
な
い
と
読
ん
だ
た
め
で
あ
る
と
い
う
。
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・hυ(
 

コ
γ
ヤ
問
。
ロ
宮
市
の
南
々
西
六

0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
位
置
す
る
マ
イ
冨
ミ
村
は
、
盛
時
は

マ
イ
村
|
ア
ケ
レ
ン
町
の
例

戸
数
三
五

O
戸
を
数
え
た
大
村
で
あ
る
が
、
村
の
東
五

0
0メ
ー
ト
ル
を
南
流
す
る
マ
イ
デ
レ
シ
豆

apza
川
沿
い
に
九
台
の
水
車
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を
擁
し
、
こ
の
地
方
最
大
の
製
粉
業
地
で
あ
っ
た
。

マ
イ
村
の
東
一
一
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
位
置
す
る
ア
ケ
レ
ン
〉
r
c
Bロ
町
の
住
民
も
、

製
粉
の
委
託
の
た
め
に
は
、

か
つ
て
は
ロ
バ
・
牛
・
馬
に
よ
っ
て
、

マ
イ
村
へ
の
未
舗
装
の
起
伏
道
を
二
時
間
以
上
を
か
け
て
往
復
し
た

も
の
で
あ
る
。
時
に
は
客
が
混
ん
で
時
間
待
ち
と
な
り
、

一
夜
を
水
車
小
屋
で
過
ご
す
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。

マ
イ
村
の
戸
数
は
現
在
で
は
一
七

O
戸
に
減
じ
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、

コ
ン
ヤ
市
に
比
較
的
近
い
た
め
も
あ
っ
て
、
半
数
以
上
の
農

家
が
コ
ン
ヤ
市
に
向
け
て
挙
家
離
村
し
た
こ
と
に
あ
る
。
村
落
規
模
の
縮
小
は
、
当
然
村
内
の
製
粉
需
要
の
減
退
を
も
た
ら
し
、
水
車
も

廃
業
へ
と
追
い
や
ら
れ
た
。
現
存
す
る
水
車
は
三
台
に
す
ぎ
ず
、

さ
ら
に
そ
の
う
ち
の
一
台
は
、

コ
ン
ヤ
市
へ
転
居
し
て
し
ま
っ
た
所
有

者
に
よ
っ
て
小
屋
が
戸
締
り
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
水
車
が
廃
業
へ
と
追
込
ま
れ
た
の
は
、

ア
ケ
レ
ン
町
な
ど
の
他
町
村
に
出
現
し
た
電
気
製
粉
所
に
よ
っ
て
、
製
粉
業
中
心

と
し
て
の
地
位
を
脅
か
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。
現
在
稼
動
す
る
こ
台
の
水
車
も
、
今
や
他
町
村
か
ら
の
客
足
も
途
絶
え
、
白
村
内
の
需
要

だ
け
を
頼
り
に
営
業
し
て
い
る
。
し
か
も
水
車
の
操
業
期
が
、

マ
イ
デ
レ
シ
川
の
水
が
濯
減
に
利
用
さ
れ
る
夏
半
期
を
避
け
て
一
一
月
か

ら
翌
年
の
四

l
五
月
ま
で
に
限
ら
れ
る
た
め
、
二
台
の
水
車
は
日
村
の
製
粉
需
要
に
も
十
分
に
応
え
て
は
い
な
い
。
村
人
の
説
明
に
よ
れ

ば
、
水
車
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
て
い
る
の
は
、

マ
イ
村
の
村
民
の
小
麦
粉
総
消
費
量
の
六
割
に
す
ぎ
ず
、
残
る
四
割
は
ア
ケ
レ
ン
町
や

コ
ン
ヤ
市
の
電
気
製
粉
所
に
頼
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

マ
イ
村
と
ア
ケ
レ
ン
町
の
関
係
に
限
っ
て
み
て
も
、
こ
の
よ
う
に
し
て
製
粉
業
中
心
と
し
て
の
立
場
は
逆
転
し
て
い
る
。
ア
ケ
レ
ン
の

製
粉
所
は
、

ガ
ソ
リ
ン
・
灯
油
販
売
業
と
大
工
職
を
兼
ね
る

X
氏
に
よ
っ
て
、

一
九
五
八
年
に
デ
ィ
ー
ゼ
ル
製
粉
所
と
し
て
始
め
ら
れ
た

も
の
で
あ
る
。
い
か
に
も
本
来
の
職
業
か
ら
え
ら
れ
た
知
識
と
才
覚
を
生
か
し
て
の
新
商
売
の
発
足
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
六
九
年
に
町

に
電
気
が
供
給
さ
れ
始
め
る
と
と
も
に
、

X
氏
は
こ
れ
を
電
気
製
粉
所
に
切
替
え
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
か
つ
て
は
ア
ケ
レ

γ
の
町
民



トルコにおける水力利用とその近代化

の
出
向
き
先
で
あ
っ
た
マ
イ
村
の
村
人
た
ち
が
、
昔
と
は
逆
方
向
に
彼
の
製
粉
所
へ

小
麦
を
持
込
ん
で
く
る
様
子
を
み
て
、

X
比
も
感
慨
深
げ
で
あ
る
。

グルル村の水車番ハサン氏夫妻

(c) 

ク
ル
ル
村
i
ア
ク
ク
シ
ュ
ラ
町
の
例

カ
イ
セ
リ
市
か
ら
そ
の
東
北
方
の

シ
ヴ
ァ
ス
市
へ
と
向
か
う
国
道
か
ら
、

一
本
の
別
れ
道
が
、

カ
イ
セ
リ
州
東
北
縁
の

一
地
方
中
心
ア
ク
ク
シ
ュ
ラ

〉

wwzz
町
へ
と
通
じ
て
い
る
。
そ
の
四
キ
ロ
メ

l

ト
ル
西
隣
の
グ
ル
ル
関
口
Z
E
村
も
、

ア
グ
グ
シ
ュ
ラ
町
と
の
間
を
流
れ
る
サ
ル
カ

ヤ
H
J
ア
レ

ω
R
H
W品
目
川
沿
い
に
、

か
つ
て
は
-
三

l
一
四
台
の
水
車
を
連
ね
た
製

粉
業
の
中
心
で
あ
っ
た
。
製
粉
依
頼
は
白
村
や
ア
グ
ク
シ
ュ
ラ
町
か
ら
は
も
と
よ

り
、
そ
の
範
囲
は
周
囲
の
数
カ
村
に
も
及
ん
で
い
た
と
い
う
。

図 B

し
か
し
、

一
九
七
三
年
に
ア
ク
ク
シ
ュ
ラ
町
に
電
気
製
粉
所
が
出
現
す
る
と
と
も

に
、
客
足
は
遠
の
き
水
車
は
衰
退
へ
と
向
か
っ
た
。
現
在
も
生
残
っ
て
い
る
水
車
は

一一

1
三
台
を
数
え
る
が
、
そ
の
運
営
は
細
々
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
ハ
サ

ン
出
向
印
田
口
氏
が
所
有
経
営
す
る
水
車
は
、

カ
イ
セ
リ
市
で
ト
ル
コ
固
有
鉄
道
に
職

ほ
と
ん
ど
が
自
家
お
よ
び
親
戚
分
で
あ
り
、

を
持
つ
ハ
サ
ン
氏
が
、
小
麦
の
収
穫
期
に
休
暇
を
取
っ
て
帰
郷
す
る
一
カ
月
聞
に
限
っ
て
操
業
す
る
。
し
か
も
そ
の
際
に
手
懸
け
る
の
は

ク
ル
ル
村
の
農
家
総
数
二
五

O
戸
の
う
ち
の
一

O
戸
分
程
度
に
す
ぎ
な
い
。
現
存
す
る
他
の

229 

水
車
の
受
託
状
況
も
同
程
度
で
あ
り
、

グ
ル
ル
村
の
水
車
は
今
や
自
村
民
か
ら
も
忘
れ
去
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

ア
グ
ク
シ
ュ
ラ
町
の
電
気
製
粉
所
の
賃
挽
料
は
小
麦
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
き
現
金
で
二
リ
ラ
で
あ
る
が
、
水
車
の
そ
れ
は
小
麦
一
キ
ロ
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グ
ラ
ム
に
つ
き
現
物
で
五

0
グ
ラ
ム
、
す
な
わ
ち
価
格
で
は
一
リ
ラ
で
そ
の
半
額
で
あ
る
。
そ
の
上
、
小
麦
粉
の
質
の
点
で
は
誰
し
も
が

水
車
粉
が
優
秀
で
あ
る
こ
と
を
認
め
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

グ
ル
ル
村
の
村
民
ま
で
が
水
車
を
見
限
っ
て
ア
ク
ク
シ
ュ
ラ
へ
赴
く

そ
の
理
由
は
、
製
粉
に
要
す
る
時
間
差
、

お
よ
び
水
車
小
屋
の
位
置
す
る
谷
川
筋
の
道
路
条
件
の
悪
さ
に
あ
る
と
ハ
サ
ン
氏
は
い
う
。

五

結

E苦

筆
者
は
水
力
資
源
の
開
発
日
利
用
過
程
を
研
究
す
る
に
あ
た
っ
て
、
こ
れ
を
水
車
段
階
・
水
力
発
電
段
階
を
通
じ
て
一
貫
し
て
捉
え
る

と
い
う
立
場
を
と
っ
て
い
る
。
ト
ル
コ
を
対
象
に
し
た
一
九
八
一
年
夏
の
学
術
調
査
も
そ
の
よ
う
な
観
点
に
立
っ
て
実
施
し
た
。

た
だ
本
稿
で
は
、
紙
数
の
関
係
か
ら
、
伝
統
的
に
水
力
利
用
と
結
び
つ
い
て
き
た
主
と
し
て
農
村
部
の
製
粉
業
を
対
象
に
、
水
力
利
用

の
近
代
化
が
惹
き
起
こ
し
つ
つ
あ
る
社
会
経
済
的
変
化
の
諸
相
を
例
示
す
る
に
と
ど
め
た
。

そ
の
た
め
も
あ
っ
て
、
伝
統
的
な
水
力
利
用
の
い
ま
一
つ
の
側
面
で
あ
る
揚
水
水
車
の
役
割
と
そ
の
近
時
の
変
貌
に
つ
い
て
は
、
全
く

ふ
れ
る
こ
と
、
が
で
き
な
か
っ
た
。

右
の
よ
う
な
説
明
不
足
の
個
所
は
別
稿
白
)
な
ど
を
参
照
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
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